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編集後記
　毎日、みんな一緒に学食でお昼を食べるという中西研究室。研究室の撮影をさせて
もらった時もみなさん和気あいあいと話をしていて、先生を含めとても仲がよいのが
伝わってきました。現場に足を運びコミュニケーションを大切にしている中西准教授
ならではの体験談はとても興味深く、聞き入ってしまいました。� （萩原いずみ）
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33
　「ハドソン川の奇跡」という映画をご

覧になったでしょうか。2009年、USエ

アウェイズ1549 便がニューヨークの空

港を離陸した直後にバードストライクに

遭い、両エンジンが停止したものの、機

長がその時の臨機な判断と高い操縦技量

で機体をハドソン川に着水させ、乗員乗

客全員が無事に生還したという実話に基

づいた映画です。

　実話映画ですから、もう少しだけネタ

バレを許してもらうとして…、機長と副

操縦士は、その後の調査を行った国家運

輸安全委員会（NTSB）から、川に着水

するような危険な意思決定をせず、セオ

リー通り、離陸した空港に戻るか、ある

いは近隣の空港に代替着陸すべきだっ

たのではないかと、そうすることが物理

的には可能であることを示すコンピュー

タシミュレーションのデータも示しなが

ら指摘されます。しかしそこで機長のサ

レンバーガーを演じるトム・ハンクスは、

はっきりと言います。「そのシミュレー

ションには、ヒューマンファクターが考

慮されていない」と。

　人は、常に現実の状況の中を生きてい

て、いま五感で得た情報、過去の経験、

自分に対する評価、また信念や価値観な

ど、多くの要因を複合的に勘案して、次

の一瞬の意思決定に臨みます。そこには

当然、時間がかかるし、そしてまた良し悪

しの確率も事後から見たものとは違う…。

　科学技術の発展によって、個々の信

人間への工学的な
アプローチ
中西美和

号の測定技術や、測定されたものをパラ

メーターとして知りたい何かを予測した

り評価したりする手法が著しく進化して

います。でも、逆読みすると、世界は現

時点で測ることができる要素だけで評価

されているかもしれない。とりわけ人間

が本当は何を思い何をしているのかにつ

いては、アリモノ（既在）のものさしで

はほとんど表せていないのかもしれない。

パイロットの臨機な意思決定も、私たち

の日常のささいな選択行動も。

　どういうものさしを使ってヒューマン

ファクターをとらえ、どうやって今こう

して動いている人間社会に活かしていく

のか、自動化システムや AI が活躍しつ

つある今だからこそ、生身の人間に工学

的な観点からアプローチすることへの新

たな使命がまた拡がってきているように

も思います。
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理 工 学 I n f o r m a t i o n

　理工学部公式ウェブサイト（https://www.st.keio.ac.jp/）では、理工学部のある矢上キャン

パスを皆さんの端末上で巡る特設サイト「Real Campus Tour」（https://ct.st.keio.ac.jp/）を

設置しています。

　「Real Campus Tour」へは、24時間いつでも、日本だけではなく世界中どこからでもアク

セスでき、研究、学生生活、実験機器など様々な面から矢上キャンパスの雰囲気をご覧いた

だけます。理工学部でのキャンパスライフを、皆さんの端末上でぜひ体験してみてください。

理工学部のキャンパスライフを体験してみよう
（Real Campus Tour）

理工学部公式
Twitter

理工学部公式
Instagram

Twitter、Instagramでも
理工学部の情報をチェック！

今号の表紙：テーマのひとつ「航空の安全管理」には欠かせない研究用フライトシミュレーターの前で。

Real Campus Tour
へはこちらから


